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This paper describes a large-scale spoken language corpus of simultaneous interpreting, 

which has been constructed at the Center for Integrated Acoustic Information Research 

(CIAIR), Nagoya University. The corpus, among other things, has the following 

charac-teristics: (1) English and Japanese speeches are recorded in parallel, (2) the data 

contain monologue and dialogue speeches, and (3) the exact beginning and ending times 

are provided for each utterance. We have collected a total of about 65 hours of speech 

data and transcribed them into ASCII text files (about 367,000 morphemes in 22,000 

utterance units). This paper also outlines the software tools which we have developed for 

the investigation of the corpus. The corpus will be made publicly available in the near 

future. 

 

 

1.  はじめに 

通訳研究では、人間の通訳プロセスを解明することを目標として、心理学や言語学、

認知科学などのさまざまな分野を背景に研究が進められている。なかでも、実証論的

アプローチに基づく研究では、収録した音声を調査し分析することにより、通訳モデ

ルの構築、およびその検証を実施する。実際、そのような研究がいくつか行われてお

り（たとえば、亀井 1998; 永田 1997）、事例の詳細な観察を通して通訳プロセスに関

する定性的な説明が提示されてきた。しかしながら、それに対して定量的分析を与え

るには、これまでの研究で使用されたデータのサイズは必ずしも十分ではなかった。 
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最近では、計算機性能の向上や記憶媒体の大容量化を背景に、大規模な音声・言語デ

ータを処理することが可能となっており、今後、通訳研究の発展のために多くの研究

者が共有可能な通訳データを大規模に収集し、蓄積することが望まれる。   

一方、情報工学の分野では、近年、音声・言語処理技術の発展にともない、自動音

声翻訳がますます重要な研究テーマとなっている。すでに、対話翻訳の実験システム

がいくつか提案されており (Takezawa, 1998; Watanabe, 2000)、特定タスクドメイン

での異言語間対話の実現可能性が次第に明らかになりつつある。ただし、対象となる

対話は、発話者だけでなく通訳者の発話権も保障することが前提となっており、通訳

の形態はいわゆる逐次通訳に留まっている。今後は、より自然なクロスリンガルコミ

ュニケーション支援装置の実現に向けて、高い同時性を備えた翻訳技術、すなわち、

同時通訳技術の開発が望まれる。 

同時通訳システムを実現する上で、従来の機械翻訳研究では検討を要しなかった新

たな研究課題に取り組む必要がある。というのも、機械翻訳システムでは、いわゆる

how-to-say が重要視され（辻井 1989）、翻訳の精度や品質の向上を目指して研究が進

められてきたが、同時通訳システムでは、それに加えて訳出タイミング、すなわち

when-to-say も重要となるためである。遅れの程度が低く、話者発話にできる限り追

従した訳文生成処理が望ましいが、一方で、翻訳の正確さと即時性との間にはトレー

ドオフ関係が存在するため、同時通訳に適した訳文生成技術を備えることも重要である。 

自動同時通訳の実現に向けた試みは始まったばかりであり（松原 1998; Matsubara, 

1999）、まずは同時通訳の対訳コーパスの作成を通して同時通訳者の振舞いを分析する

ことが効果的な方法であると考えられる。実際、音声言語の対訳コーパスは自動通訳

技術の向上に重要な役割を果たしてきた（江原 1992; Morimoto, 1994)。これは、話者

発話とその通訳発話が収録された大規模音声・言語データであり、通訳者のテクニッ

クを獲得するための基礎データ、統計的手法に基づく翻訳処理の対訳用例、さらには、

翻訳システムを評価するためのテストセットとしての役割を担うことが期待できる。 

本論文では、著者らが進めている同時通訳コーパスの設計と構築について述べる。

このコーパスは、名古屋大学統合音響情報研究拠点(CIAIR)(武田 2000)の言語論グルー

プにおける研究プロジェクトの一環として作成している。本コーパスの特徴として、 

• 英日・日英通訳の音声およびその文字化データを収録したパラレルコーパスで

ある。文字化データには事前分析が与えられており、話し言葉に特有な言語現

象に関するタグなどが付与されている。 

• 講演を対象とした独話データ、ならびに旅行ドメインでの対話データから構成

される。いずれにおいても、使用頻度が比較的高いトピックを採用しており、

汎用性を備えた音声コーパスである。  

• 同一の独話に対して、経験度が異なる複数の通訳者の通訳音声を収集している。

音声通訳システムの現状レベルでは、経験度の高い通訳者音声のほうが有用で
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あるとは必ずしも言えず、そのような観点に基づく比較分析に利用できる。 

• 話者、および通訳者の発話をポーズで分割し、各発話に、開始・終了時刻を付

与している。発話を対応付けることにより、通訳発話の遅れなどの時間情報を

獲得することができる。 

などがあり、自動通訳技術の向上はもちろん、通訳会話の分析や通訳プロセスのモデ

ル化のための基礎データとしても活用できる。2000 年までに全体で約 65 時間の音声

を収録し、その文字化および言語分析を完了した。文字化データのサイズは形態素数

にして 36 万 7 千程度であり、音声対訳コーパスとしては大規模なクラスに属する。 

また本研究では、同時通訳コーパスの活用を支援することを目的に、データ分析用

ソフトウェアツールを開発した。これらは、ファイルアクセス、音声データの閲覧、

言語データの整備作業などにおける支援ツールとして利用できる。いずれも WWW サ

ーバ上で実行可能なソフトウェアとして実現しており、ユーザはブラウザを使用する

ことにより、インターネット上でのデータ参照を容易に行うことができる。 

本論文の構成は以下のとおりである。次章では、同時通訳コーパスの設計について

検討する。3 章で音声の収録について、また、4 章でそのデータベース化について述べ

る。 5 章ではコーパス分析用ツールについて説明する。 

 

2.  同時通訳コーパスの設計 

音声言語対訳コーパスを設計するにあたり、収録する音声データのタイプをどのよ

うに選択するのかはきわめて重要となる。同時通訳を対象とした、科学的および工学

的研究で利用可能な言語資料を作成することがわれわれの収録目的であり、収録対象

はもちろん同時通訳音声となる。しかしながら、大規模コーパスの収集は容易な作業

ではないことを勘案すると、将来における利用可能性も考慮し、汎用性を備えた設計

とする必要がある。また、収録できるデータの量には限度があるため、適切な状況下

での同時通訳音声を収録することが必要となる。 

ところで、これまでに作成された音声言語対訳コーパスは、いずれも対話を収録の

中心と位置付けている（江原 1992; Morimoto, 1994）。これは、自動翻訳電話などの音

声対話翻訳システムを開発する上での基礎資料として活用することが収録の目的であ

ったことに起因している。しかし、対話のような双方向コミュニケーションだけでな

く、講演や講義などの独話音声、すなわち片方向のものもまた通訳研究の対象であり、

とくに同時通訳においては重要となる。実際、社会における現在の通訳需要からみて

も、将来の自動独話音声通訳に対する期待は大きいといえよう。 

そこで本研究では、多様なデータを収集するために、独話 (monologue) および対

話  (dialogue) の同時通訳者音声をいくつかのトピックを設定して収録することとし

た。まずは、英語と日本語を対象言語として選定し、その双方向音声を収録した。本

研究で構築した同時通訳コーパスの収録内容を表 1 に示す。 
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表１ 同時通訳コーパスの内容 

発声様式  独話、対話 

通訳様式  同時通訳 

使用言語  英語、日本語 

データ様式  音声、テキスト 

 

 独話音声としては、英語話者の講演発声と通訳者による日本語発声、ならびに日本

語話者による講演発声と通訳者による英語発声、をそれぞれ収録している。さらに、

社会的に使用頻度の高いテーマおよび内容を採用した。具体的には、政治、経済、歴

史、文学、言語、技術、都市、環境などをテーマとして選定し、それに関する講演を

音声形式で収録した。なお、同時通訳は豊富な訓練を必要とする高等技術であり、通

訳者の熟練度によりその結果に大きな違いが生じる。また、音声通訳システムの現状

レベルでは、経験度の高い通訳者音声のほうが有用であるとは必ずしも言えない。熟

練度の影響を調査するために、同一の講演に対して経験年数が異なる複数の同時通訳

者を用意し、その通訳結果を収録している。 

 一方、対話ドメインとして、これまでに構築されているいくつかの対話データベー

ス (Morimoto, 1994) と同様、「旅行会話」を採用し、空港やホテルなど海外旅行にお

いて想定される以下に示すトピックを定め、模擬会話を収録した。   

• 航空会社、ホテル、レストラン、レンタカーの受付係と客との予約、およびそ

の変更や取消に関する電話会話 

• 空港の入国審査や税関での係員と旅行者との対面会話 

• 空港のサービスカウンターなどの受付係と旅行者との、アクセス情報やホテル

紹介に関する対面会話 

• ホテルのフロント係などと客とのチェックインやツアー相談に関する対面会話 

 

3.  データの収集 

3.1  収録の環境 

名古屋大学統合音響情報研究拠点では、実音響環境下での音声データを大量に収集

することを目的のひとつとしており（河口 2001）、本データの収録では教室レベルの

録音環境を採用した。同時通訳では、対象となる音声だけでなく、その発声者の表情

や振舞いも重要な情報となるため、通訳者は話者をガラス越しに観察可能な専用のブ

ースに入り通訳を行う。すべて同一のスタンドマイクを使用し、話者とその通訳者の

音声は、サンプリング周波数 16kHz、16 ビットでデジタル化し、デジタルオーディオ

テープ (DAT) に複数チャネル環境で収録している。収録時間の総数を表 2 に示す。 
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表 2 音声の収録時間 

項目 話者 (分) 通訳者 (分) 

独

話 

英日  456 684  

日英  451 680 

合計 907 1,364 

対

話 

英日 404 404 

日英 404 404 

合計 808 808 

合計 1,715 2,172 

 

 

3.2  独話データの収集 

独話の収録では、英語あるいは日本語の講演に対して、1 人もしくは 2 人の同時通

訳者が通訳を行った。講演者は聴衆に向かって発声をするが、講演者には通訳者の音

声が伝わらないようにし、聴衆の様子をうかがいながら自らのペースで発声できるよ

うにしている。独話における話者音声の収録状況を図 1 に示す。一方、同時通訳者は

通訳用ブースに入り、ヘッドホンから流れる話者音声に対して、講演者の振舞いを見

ながら通訳を進める。独話における通訳者音声の収録状況を図 2 に示す。講演の聴衆

は、ヘッドホンを通して通訳音声を聴くことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図 1 収録の状況（話者） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 収録の状況（通訳者） 

 

  なお、われわれは著作権の観点から模擬講演を収集することとしたが、ある程度の

品質を備えた講演を行うことを被験者に要求することは難しい。そこで発声内容をあ

らかじめこちらで制御できるといった利点も考慮し、あらかじめ講演原稿をわれわれ

が用意して、話者はそれを参照しながら発声するという形態を採用した。話者には、

事前に内容を十分把握し、講演者としてできる限り自然に発話することを依頼したが、
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場合によっては読み上げに近い発声となった場合もあった。また、通訳者が講演を実

際に同時通訳する場合には、原稿やレジュメなどをもとに、あらかじめ講演内容を把

握しておくことが一般的である。そこで、実際に近い状況を設定するために、さらに

はある程度の通訳の品質を確保するために、収録の直前に通訳者に講演原稿を渡し、

内容を把握してもらうようにした。  

１講演あたりおよそ 10～30 分程度の音声を収録している。実際の同時通訳の現場

での１人あたりの連続通訳時間に比べるとやや長い場合もあった。収録作業手順の関

係上、今回はそのような収録時間を設定したが、これが通訳の品質の低下を招いた可

能性もある。これについては今後の収録で改善を図る予定である。 

 

3.2  対話データの収集 

対話の収録では、英語話者と日本語話者による異言語間対話に対して、通訳の品質

を高めるために、英日および日英の 2 人の同時通訳者を用いている。遂行される対話

のドメインによって電話による会話や対面による会話が想定されるため、話者間の仕

切りの設置または撤去により、非対面・対面それぞれの会話環境を作り上げた。会話

における話者の発話権を確保するために、話者は相手の話者の発声を通訳した結果の

みを聞くことができることにした。通訳者は、対話の全体的な把握をするために、担

当する話者の音声だけでなく、もう一方の話者音声も聞き取ることができる環境を作

成した。これにより、通訳データの品質を高めることが可能となる。なお、対話様式

は模擬的であるものの、できる限り自由な発話を収集するため、話者役割と対話タス

クのみを事前に設定している。たとえば、航空券の予約対話であれば、客を担当する

話者には予約を取りたい航空券の種類と枚数を、また、チケット受付を担当する話者

には発券可能なフライトの状況を提示する。なお、１対話あたりの収録時間は 1 分か

ら 16 分である。 

 

4.  データベースの構築 

4.1  音声データの文字化 

収集した音声データの文字化作業は人手で行った。文字化データの作成にあたり、

以下の項目について決定する必要がある。 

• 表記方法: 音声の文字化では、作業者の言語能力によってその表記の仕方が揺れ

ることが多い。同一の単語であっても、その表記が複数存在すれば、言語処理

に利用する場合にもその扱いが難しくなる。できる限り統一化できるような基

準を準備することが望ましい。 

• 発話の単位: 話し言葉では、書き言葉と異なり、文を定義することは容易ではな

い。作業者にとって比較的揺れの少ない客観的な基準を設定することが望まし

い。 
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• 談話タグの種類: データに付与するタグの選択が重要である。一般的には、タグ

の情報が豊富であるほど多くの利用目的に合致したデータの提供が可能となる。

しかしその一方で、タグを多く保持するほど収録時間あたりのコーパス作成コ

ストが増大するため、結果的に収録できるデータ量が少なくなる。 

 

以上の項目の中でも、談話タグの種類については、同時通訳研究のための言語資料と

して本コーパスを活用することを目的としたものであることを考慮する必要がある。

本研究では、データの品質と数量の双方を考慮し、2 種類のデータを作成することを

試みた。すなわち、対話データでは品質の高いデータを目指し、高度なタグ付けを行

うこととし、一方、独話データについては量を重視し、比較的シンプルなタグのみを

付与した。現在までに文字化が完了している独話データの量を表 3 に、対話データの

量を表 4 に示す。  

 

表 3 現在までに文字化された独話データの量 

項目     形態素数      発話数 

  話者 

英語 54,875 2,849 

日本語 62,570 2,024 

合計 117,445 4,873 

 通訳者 

英日 100,923 5,011 

日英 64,119 3,615 

合計 165,042 8,626 

合計 282,487 13,499 

 

表 4 現在までに文字化された対話データの量 

項目     形態素数      発話数 

  話者 

英語 22,528 2,231 

日本語 21,026 1,847 

合計 43,554 4,078 

 通訳者 

英日 25,066 2,609 

日英 16,355 1,953 

合計 41,421 4,562 

合計 84,975 8,640 

 

以下では、対話音声データの文字化について説明する。同時通訳研究で文字化デー

タを利用する上で、以下に述べる点が重要である。 
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• 話者と通訳者の双方の発話の特徴を明らかにするために、話し言葉に特有の言

語学的現象、たとえばフィラー（「えーと」や「あのー」など）や言い淀みなど

のタグを付与する必要がある。 

• 話者発話とそれに対応する通訳者発話との発声タイミングに関する関係を明ら

かにするために、発声時刻情報が有用である。 

• 前の項目に加え、より細かな言語単位に対する発声タイミングを推測するため

に、音声の一般的な文字表記だけでなく、その読みに関する情報（発音形デー

タ）も加えることが望ましい。 

これらの項目について検討した結果、本コーパスでは、国立国語研究所が中心となっ

て構築を進めている日本語話し言葉コーパス (CSJ) (前川 2000) の書き起こし基準に

準拠することとした。すなわち、話者および通訳者の発話音声を 200 msec 以上のポー

ズ（無音声区間）で分割することにより発話を定義し、その開始および終了に関する

時間タグを付与する。また、フィラーや言い淀み、言い直しなどの言語タグを与える

とともに、日本語音声に限って発音形データを併記した。ただし、文節切り作業は現

在のところ行っていない。対話音声の文字化データのうち、英語話者発話のサンプル

を図 3 (p. 98) に、英日通訳者発話のサンプルを図 4 (p. 98) に、それぞれ示す。 

 

4.2  収録環境情報の作成 

一般に、コーパスは利用者によってその使用目的は異なるが、目的によっては音声

データや文字データには現れない各種情報が重要となる場合がある。このため、収録

セッションごとに収録に関する情報を含んだテキストファイルを作成した。収録日

時・場所・時間・機器や発話トピック、話者役割および話者・通訳者情報などの項目

を掲載している。利用者は、収録環境ファイルの内容を参照することにより、目的の

データを取り出すことができる。 

 

4.3  データベースの構成 

本データベースは、音声データファイル、文字化データファイル、および環境デー

タファイルから構成される。これらのファイルを UNIX ファイルシステムに従って階

層化することにより整備した。基本構成を図 5 (p. 99) に示す。 

  前章で説明したとおり、話者の音声とその通訳者の音声を同時に録音し、多重音声

ファイルとして収納している。すなわち、独話音声の収録では、1 つのセッションに

つき英語と日本語からなる 1 つの多重音声ファイルを、また、対話音声の収録では 2

つの多重音声ファイルを作成した。ここで、対話音声の文字化では、同一の言語を発

声する 2 人の音声（英語話者と日英通訳者、あるいは日本語話者と英日通訳者）を同

一のテキストファイルとして作成することも考えられる。しかし、本データベースで

は、文字化ファイルも音声ファイルに従い、別々のファイルとして実現し、データの
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種類、性質ごとにディレクトリで区分して収納することとした。このようにすること

により、片方向の通訳、すなわち話者音声とそれに対応する通訳者音声の双方を分析

対象とする場合にも利用しやすくなる。ただし、本データの時間情報を利用すれば、2

人の発話データをひとつの対話データとして合成することは機械的に行える。 

 

5.  コーパス分析用ソフトウェアの開発 

本研究で構築した同時通訳コーパスは、通訳理論研究のための言語資料として活用

可能であるものの、効率のよい談話分析を進めるために、データ利用環境を整備する

ことが望ましい。そのような環境を構築する上で、複数の研究者間で互いに容易にア

クセスできること（データの共有化）、およびデータを閲覧しやすいこと（データの視

覚化）が重要となる。そこで本研究では、インターネット上で閲覧可能なコーパス利

用支援ツールを作成した。コーパスを WWW サーバ上に載せ、CGI (Common Gateway 

Interface) 技術を使ってユーザの目的に合致した形式でデータをブラウザ上に表示す

る。なお、本ツールの CGI スクリプトの記述には、テキスト処理言語 Perl を用いた。 

 

5.1  コーパス分析支援ツール 

同時通訳データを使用した談話分析のために、データベース参照用ソフトウェアを

作成した。これは、WWW サーバに置かれたデータベースをインターネット上で参照

するためのソフトウェアである。ユーザはブラウザ上で GUI (Graphical User 

Interface) 操作のみによって、参照したいデータの閲覧が可能となる。図 6 (p. 99) に

選択用ウィンドウを示す。閲覧したいファイル名をマウスで指示することにより、そ

のファイル内容が図 7 (p. 100) に示すようにテキスト形式で表示される。   

本コーパスは、前節で説明したようにいくつかの事前分析が行われており、談話タ

グや発話時刻データなどが付与されている。しかし、これらのデータは分析の内容に

よっては不要な情報となる場合もあり、ユーザの使用目的に応じて表示形式を変更可

能となることが望ましい。そこでわれわれは、データ表示形式の選択用ツールを作成

した。形式の選択もテキストファイルの内容を表示したブラウザ上でマウスのみで操

作可能である。データの表示方法として以下のものがある。 

• 原データ: タグ付きのテキストデータである。言語分析用タグや時間分析用タグ、

および読み分析用タグ（発音形データ）が付与されている。  

• タグ除去データ : 原データに付与されているタグを取り除いたデータを表示す

る。取り除きたいタグの種類（言語分析・時間分析・読み分析）を選択するこ

とができる。時間タグのみ付与されたデータの表示例を図 8 (p. 100) に示す。 

• 日本語形態素解析データ: 日本語形態素解析システム「茶筅」（松本 1999）によ

る日本語データの形態素分析結果を表示する。データの表示例を図 9 (p. 100) に

示す。ただし、現在のところ英語データの解析については未対応である。 
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• タグを数える: 言語分析用タグの種類ごとにその発生頻度を計算し、表示する。 

 現在、本ツールを使用することにより、同時通訳コーパスに収録したデータの定性

的分析を進めている。 

 

5.2  発話文対応付け作業支援ツール 

対訳データの分析を詳細に行うときには、対応する話者発話と通訳者発話を比較参

照することになる。とくに、同時通訳の自動化に利用する場合には発話文対応が定め

られていることがその前提となる。なぜなら、文より大きな言語単位間での自動翻訳

は技術的にまだ容易ではなく、今のところ文を単位とした翻訳技術の向上が検討され

る必要があるためである。 

  このような対訳アライメント作業を自動化するための研究が行われているが、その

ほとんどが新聞や技術文書などの書き言葉データを対象としている。ところが、通訳

発話には意訳や誤訳も頻繁に見られるとともに、翻訳が省略されることもしばしばあ

ることから、精度の高いアライメントは困難であり、その作業は人手に頼らざるを得

ない。われわれは、人手による対訳アライメント作業のコストを軽減するために、そ

れを支援するツールを作成した。ツールの表示画面を図 10 (p. 101) に示す。本ツール

は Perl による CGI プログラムと JavaScript を併用して作成している。画面では、話

者発話文と通訳者発話文が表形式でパラレルで表示されており、表の各行がひとつの

発話対応を示す。ユーザは、表の左右両端のボタンをマウスクリックするだけでアラ

イメント作業を行える。すなわち、ある通訳者発話が、その左隣ではなく左上の話者

発話に対応する場合には、ユーザはその通訳者発話の右側の欄の “▲” をクリックす

ることにより、対応付けができる。人手で対応付けされたデータについてはブラウザ

上で閲覧することができ、前節で説明したツールと同様、通訳データの分析に使用で

きる。 

 

5.3  音声データの視覚化 

同時通訳コーパスの対話データには、話者および通訳者発話の開始時刻および終了

時刻が付与されている。このような時間タグは、通訳者の発声タイミングの調査およ

び分析に有用であり、同時通訳システムの研究においても適切な通訳単位を形式化す

る上で利用できる。しかし、定性的な分析を与えるためには、発話間の発声タイミン

グを直観的に理解可能な形式で提供することが望ましい。とくに、この対話コーパス

では、ひとつの対話セッションについて、英語話者、日本語話者、英日通訳者、日英

通訳者の 4 つの文字化テキストが存在するため、それら各発話間の時間的関係を把握

することは難しい。 

そこで、データの文字化作業で付与した発声時間情報をもとに、話者と通訳者の発

声タイミングを視覚的に表示するツールを作成した。対話に対する音声データの視覚
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化の例を図 11 (p. 102) に示す。図中、右側の発話が左のグラフ内に記された時間に行

われたことを表している。グラフの左から順に、英語話者、英日通訳者、日本語話者、

日英通訳者の発声時間であり、話者と通訳者の発声の重なり具合がわかる。この視覚

化データを用いて、注目すべき対訳データ（発話対）を特定し、前節で説明した分析

支援ツールを使用してそのデータを参照することができる。 

 

6.  まとめ 

本論文では、名古屋大学で構築を進めている CIAIR 同時通訳データベースの設計と

実現について述べた。コーパスは、同時通訳者を介した独話および対話データから構

成されており、同時通訳研究のための言語資料として、また、同時通訳処理に有用な

知見を獲得するための基礎データとして活用できる。現在、作成したコーパスの調査・

分析を行っており、その結果については稿を改めて報告したい。 

今後も引続きデータの収集を進めるとともに、言語処理に有用な各種タグ付けや対

訳アライメント作業を行うことにより、より品質の高いデータベースとして実現する

ことを検討している。なお、本論文で述べたコーパスデータについては、さらに整備

を進めた上で、できる限り早い段階で公開する予定である。通訳技術の向上のために、

通訳科学の観点からの成果が不可欠である。通訳理論研究者の方々にも大いに利用し

ていただき、自動音声翻訳の分野はもちろん、通訳研究の発展のために本データベー

スがその一端を担えることができれば幸いである。今後の収録に対して要望等があれ

ば、忌憚なき意見を著者らまでお寄せ願いたい。 
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図 3  対話文字化データのサンプル（英語話者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  対話文字化データのサンプル（英日通訳者発話） 
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図 5  同時通訳データベースの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6  分析用データの選択 
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図 7  ファイル内容のテキスト表示 

 

図 8  タグ除去データの表示（時間タグのみ表示した例） 

図 9 形態素解析結果の表示 
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図 10 発話対応付け作業支援ツール 
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図 11 音声データの視覚化 
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